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【緒言】 

 近年、粒子線治療は国内外において急速に普及しており、本学においても 2021年より炭素線が

ん治療が開始された。本治療はブラッグピークの位置を腫瘍の位置に合わせて照射し、正常な組

織にダメージを与えずより効果的な治療が期待できる。その際にリアルタイムでブラッグピーク

の位置を確認できれば、より信頼性の高い治療につながる。そこで、我々は生体内組織と炭素線

との相互作用によって生じる即発γ線あるいは高エネルギー陽子などの二次粒子線の飛跡追跡か

ら、ブラッグピーク位置をリアルタイムに特定できるシステムの開発を行っている[1]。これまで

に電子飛跡型コンプトンカメラを用いたガンマ線の撮像からリアルタイムの測定に成功したが[2]、

現在、シンチレーションファイバー検出器(SFI)による陽子線の飛跡追跡を用いて、小型で実用上

簡便なリアルタイムモニタリング装置の開発を行っている[3]。本研究では新しく２台目の SFI を

自作し、2台の SFIを用いた陽子線飛跡検出器の基礎特性を調べた。 

【原理と特性試験】 

図１(a)に使用した SFIを示す。64本の SF(角型 0.5mm2, BICRON BCF-N12 type)を横(X）と縦（Y）

にそれぞれを 2層ずつ井桁状に組み、16chのマルチアノード光電子増倍管(MAPMT:浜松ホトニク

ス R5990-L16) 4台で SFからの信号を読み出すシステムとなっている。今回、東北大学サイクロ

トロン・ラジオアイソトープセンターにおいて、開

発した検出器に陽子線を照射し特性試験を行った

（図 1(b)）。 

【結果】 

図 2 に特性試験によって得られた陽子線の飛跡分

布を示す。陽子線を用いて行った試験結果から SFI

が陽子線の飛跡検出器として十分に動作しているこ

とが示された。本講演では、SFIの動作原理および 2

台の SFI を用いて行った陽子線飛跡実験の結果につ

いて報告する。 
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図 2: SFI で撮像した陽子線イメージ 

図 1: SFI の写真(a)と陽子線を用いた実験のセッ

トアップ(b) 
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